
４

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
表
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め

に
必
要
な
措
置
は
、
火
災
等
に
よ
り
見
張
人
の
詰
所
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
見
張
人
が
見
張
人
の

詰
所
以
外
の
場
所
か
ら
常
時
監
視
を
行
い
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
一
項
第
十
七
号
ロ
か
ら

ニ
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

と
、
同
項
第
十
二
号
中
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
若
し
く
は
立
入
制
限
区
域
又
は
施
設
」と
あ
る
の
は「
防

護
区
域
若
し
く
は
立
入
制
限
区
域
又
は
施
設
」
と
、
同
項
第
十
七
号
中
「
防
護
区
域
内
、
周
辺
防
護
区
域
内
及

び
立
入
制
限
区
域
内
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域
内
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
号
中
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
若
し
く
は
立
入
制
限
区
域
又
は
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域

若
し
く
は
立
入
制
限
区
域
又
は
施
設
」
と
、
同
項
第
十
七
号
中
「
防
護
区
域
内
、
周
辺
防
護
区
域
内
及
び
立
入

制
限
区
域
内
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域
内
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
の
表
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
（
第
五
号
ハ
を
除
く
。）、
同
項
第

九
号
（
同
号
ロ
を
除
く
。）、
同
項
第
十
一
号
（
同
号
ロ
を
除
く
。）、
同
項
第
十
三
号
、
同
項
第
十
四
号
、
同
項

第
十
六
号
、
同
項
第
十
七
号
（
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
ホ
を
除
く
。）及
び
同
項
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
一
号

ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
又
は
立
入

制
限
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域
」
と
、「
当
該
防
護
区
域
、
当
該
周
辺
防
護
区
域
及
び
当
該
立
入
制
限
区

域
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
防
護
区
域
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
及
び
立
入
制
限
区

域
」
と
あ
り
、
及
び
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
又
は
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
る
の
は「
防
護
区
域
」と
、「
当

該
防
護
区
域
、
当
該
周
辺
防
護
区
域
又
は
当
該
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
防
護
区
域
」
と
、
同
項

第
六
号
中
「
防
護
区
域
及
び
周
辺
防
護
区
域
」
と
あ
り
、
及
び
「
防
護
区
域
又
は
周
辺
防
護
区
域
」
と
あ
る
の

は
「
防
護
区
域
」
と
、
同
項
第
七
号
中
「
防
護
区
域
内
及
び
周
辺
防
護
区
域
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は

「
防
護
区
域
内
に
、」と
、「
防
護
区
域
又
は
周
辺
防
護
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域
」
と
、
同
項
第
十
七
号

中
「
見
張
人
の
詰
所
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
見
張
人
か
ら
」
と
、「
定
期
的
に
、
二
以
上
の
連
絡
手
段
に
よ
り
、

か
つ
容
易
に
傍
受
で
き
な
い
方
法
に
よ
り
迅
速
」
と
あ
る
の
は
「
迅
速
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
表
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
（
第
五
号
ハ
を
除
く
。）、
同
項
第

九
号
（
同
号
ロ
を
除
く
。）、
同
項
第
十
一
号
（
同
号
ロ
を
除
く
。）、
同
項
第
十
三
号
、
同
項
第
十
四
号
、
同
項

第
十
六
号
、
同
項
第
十
七
号
（
同
号
イ
、
ロ
及
び
ハ
を
除
く
。）及
び
同
項
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
の

規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
又
は
立
入
制
限
区

域
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域
」
と
、「
当
該
防
護
区
域
、
当
該
周
辺
防
護
区
域
及
び
当
該
立
入
制
限
区
域
」
と

あ
る
の
は
「
当
該
防
護
区
域
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
及
び
立
入
制
限
区
域
」
と

あ
り
、
及
び
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
又
は
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域
」
と
、「
当
該
防

護
区
域
、
当
該
周
辺
防
護
区
域
又
は
当
該
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
防
護
区
域
」
と
、
同
項
第
六

号
中
「
防
護
区
域
及
び
周
辺
防
護
区
域
」
と
あ
り
、
及
び
「
防
護
区
域
又
は
周
辺
防
護
区
域
」と
あ
る
の
は「
防

護
区
域
」
と
、
同
項
第
七
号
中
「
防
護
区
域
内
及
び
周
辺
防
護
区
域
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
防
護

区
域
内
に
、」と
、「
防
護
区
域
又
は
周
辺
防
護
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域
」
と
、
同
項
第
十
七
号
中
「
見

張
人
の
詰
所
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
見
張
人
か
ら
」
と
、「
定
期
的
に
、
二
以
上
の
連
絡
手
段
に
よ
り
、
か
つ
容

易
に
傍
受
で
き
な
い
方
法
に
よ
り
迅
速
」
と
あ
る
の
は
「
迅
速
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

６

第
二
項
（
第
三
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
四
項
の
特
定
核
燃
料
物
質
の
防

護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
（
第
一
項
の
表
第
四
号
ハ
並
び
に
第
八
号
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
特
定
核
燃
料
物
質
並

び
に
こ
れ
ら
の
特
定
核
燃
料
物
質
を
照
射
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
照
射
直
後
に
そ
の
表
面
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の

距
離
に
お
い
て
吸
収
線
量
率
が
一
グ
レ
イ
毎
時
以
下
で
あ
つ
た
も
の
並
び
に
同
表
第
十
号
及
び
第
十
一
号
に
掲

げ
る
特
定
核
燃
料
物
質
に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
別
に
定
め
る
妨
害
破
壊

行
為
等
の
脅
威
に
対
応
し
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
二
項
（
第
三
項
及
び
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
に
必

要
な
措
置
（
第
一
項
の
表
第
四
号
ハ
並
び
に
第
八
号
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
特
定
核
燃
料
物
質
並
び
に
こ
れ
ら
の

特
定
核
燃
料
物
質
を
照
射
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
照
射
直
後
に
そ
の
表
面
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て

吸
収
線
量
率
が
一
グ
レ
イ
毎
時
以
下
で
あ
つ
た
も
の
並
び
に
同
表
第
十
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
特
定
核
燃

料
物
質
に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
別
に
定
め
る
妨
害
破
壊
行
為
等
の
脅
威

に
対
応
し
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
二
項
（
第
三
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
四
項
の
特
定
核
燃
料
物
質
の
防

護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必

要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
二
項
（
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
に

必
要
な
措
置
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
改
善
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
核
物
質
防
護
規
定
）

（
核
物
質
防
護
規
定
）

第
十
六
条
の
二

法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
核
物
質
防
護
規
定
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
工
場
又
は
事
業
所
（
船
舶
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
船
舶
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。）ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
核
物
質
防
護
規
定
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書

を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
の
二

法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
核
物
質
防
護
規
定
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
工
場
又
は
事
業
所
（
船
舶
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
船
舶
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。）ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
核
物
質
防
護
規
定
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書

を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
一
〜
十
四

略
﹈

﹇
一
〜
十
四

同
上
﹈

十
五

第
十
四
条
の
三
第
六
項
に
規
定
す
る
脅
威
に
対
す
る
施
設
の
防
護
措
置
の
詳
細
に
関
す
る
こ
と
。

十
五

第
十
四
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
脅
威
に
対
す
る
施
設
の
防
護
措
置
の
詳
細
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
十
六
〜
十
八

略
﹈

﹇
十
六
〜
十
八

同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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